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調査目的
尾鮫沼に産卵咽滋ずるニi/Yの生態を明らかにするとともに資源維持増.大を図る。

E 調査内容
(1) 調査場所 上北郡六ケ所村尾~í.沼

(2) 調査期間 昭和 42年 11月 20日~昭和43年 5月日目

(3)調査項目

(ィ) 尾技沼ニνンに~する一般調査

(吋産卵場調査

村産卵群の魚体調査

(4) 調査方法

(ィ)については聴取りにより， (叫については標本を持帰り多項目論査ーをおこなし、刊について

は現地で卵の採集をおとなった。

自 調査結果
(1) 尾生む百に産卵;@滋するニジンは年ーによ・り兵なるが，阜い年は 10月下旬からi郷土し，翌年

4月末まで淑内に滞留する。

(2) 沼のJII口は 11月から翌年 5月までの聞に多い年には 1白血程度閉塞し，治内は結氷す7るの

で，ニνンの湯上時期は一定しない。
(3) ニ乙/ンの湖上条件としては，晴れた臼の無鼠状態で気温の高い夜満漸時にあたるとき最も

ょく機上し，そのときの水温は 4-5'0である。

(41 尾政沼におけるニνンの魚盤量は第 1表に示すように最近 5ヶ年の漁獲量は一定している

カミ総漁獲量は自家用を含めると約倍の量まになる。

(5) 産卵場及び沼内におけるニνシの周遊経路は第 1図に示すとおりである治弘本年は供年と

異なり主産卵場が南側から北側へ移動しているととである。

(6) 卵はコアマモ等の濠頬及び織の一部に産み付けられ，その水深は1mから 4mの間である。

コアマその葉体 1Cm'当りの平均付着卵数は第2表及び第2図のとおりである.

(7) 糊内に湖上する時期別の魚体は第 5表に示すとおりであるカ九一舵に早い時期に入ってく

るハνリニνシの裂が大きい@また字苫比は略々同数であるー
(8) 12月末のニレシについて同平合共全長と休賓の簡に正の相僚が成立っているが" 3月に

はその桁関が崩九特tこ♀については変動が大きい。

(9) lt殖巣重慢の時期的な籾成割合を第 5表に示したが， 3月に入ってから完熟するものが多

い。埜f.B魚と未産卵魚、の外智上の識別方法として著者卵魚の体が外側〈背併)に向ってソリか

えるような形状を呈していることによって区別できる。

ωj ニレンの卵巣重量は左右イ可れも大休同案量の相称、形である。卵巣 19-当りの卵粒数と卵径
の関係をみると， 1 9-当りの卵数が 1.00口粒台以下のものでは卵径j;":.1. 3mm以土で以下両
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じく1.日日日粒台のものは 1.1-1.2mm色 2.000粒台では 1血血と小きくなっている。

日1) 尾蚊沼におけるニνシの産卵は瀕上の早い遅いにかかわらーず，短い期間に一斉におとなわれ
る.t.ラで，大体5月上旬から始まりs下旬には終了するようである。また，産卵に入った-=-i;I"

yは胃重量から推して殆んど摂餌しないものと思われる。

町考察:

湖沼ニνyについては未だ生態的に不明の点が多いので，継続して調査をおとなラとともに人

工採卵による移殖効果の適否を試験する予定であるe

第1表 尾政f百ニ νーシの年次、別漁獲量

第 T図 郡長沼における産卵場及と粗遊経路

上尾政

4・
西の崎

R ...ーー岩盤
ー一一→ 回遊経路
必砂例年の産卵場所

樋野一本年の産卵場所

コアマモ業体 1Cui"当り平均付着卵数
第 2表

地 点

A B 。 D 一E F G4 2」
生 葉 0.4 4粒

0.54 0.35 O.日5 0.24 日.63
( 3) (17) ( 7) ( 1) (10 ) ( 9) 

枯 業
0.50 1.95 日.38 . 0.60 1.1 1 0.21 0.1日
( 2) ( 1 8 ) ( 9) (0  ( 1 0) ( 5) ( 6) 

平 均
.0.4 7 1.25 0.37 0.32 0.68 0.42 0.25 
( 5) (35) (1.Q ) ( 2) ( 20) (14) (7) 
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第 5表 ニ乙/ジの時期別魚、体測定表

採捕年月日 雌雄別 尾数平企均長
平均 平均

量殖量 胃重量 備 考体長 体重

昭 42年 11月 16日 平 1尾 35~ ι3 30β cm 395.9 51.4 iJ 298-

合 2 329 288 3695 51.5--83D 1B5 

昭 42年 12月 2品目
手 8 349 299 4195 433'、0883 2.1 

古 14 308 1も7 247.C 2.4--482 内放精のもの 2尾
昭 43年 5月 5日

♀ 11 308 265 2705 50、?2D 内放卵のもの 1尾

苫 2 325 283 29口 3.4 2.&、~1 放 精
昭 43年 5月 21日

|♀ 2 .31.6 272 25日 5.3-57 吾、与β放 gs 
昭 43年 5月 21日 77 315 日 2592 ランダム

昭 43年 .3月 23日
o 26 312 272 2185 2.1-46β 12、35内放精のもの 11尾

平 24 312 275 237 4.1-708 1.5-叫5内放卵のもの?尾

昭 43年 5月 238| 55 5日7 240.7 』 ランダム

第 4表 生殖巣重量割合

生殖巣 全 全 放精放#1 総数に対9陣す痛る合I1間蒔調査月日 性別
五日必l下 6日gy.:I下 60がぷ上~必E

計
放精放

考|

立 日 2 6 。 8 。
42.12.26 

舌 日 。 2 日 「

43. .3. 5 ♀ 
。 7 5 1 1 q 司。

;l;" 7 5 口 2 1 4 14.2% 

43. 五
♀ 。 1 3 z 9 24 37.5% 

5. 
42.3% 京 4 I 1 1 日 1 1 26 

しー」田恒-----!ー 岡田

(註) 30 8-以下・・・・・・・未熟〉くは梢々 熟 60 8-以下・・・・・半熟 60 8-以上・・・・完熟

第 2図 尾完;1fj召における附着卵の位置

-一一調査点(p付着卵なし)
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